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茶
会
の
濫
觴

③

足
利
義
満

一

茶
を
賞
翫
有
し
ハ
、
足
利
将
軍
鹿
苑
院
義
満
公
の
比
に
專
ラ
成
と
い
へ
と

も
、
只
賞
味
御
自
愛
の
風
情
の
ミ
也
、

【
大
意
】

茶
を
賞
翫
す
る
こ
と
は
、
足
利
将
軍
・
鹿
苑
院
義
満
公
の
時
に
始
ま
っ
た
と

い
う
が
、
そ
れ
は
た
だ
義
満
公
が
自
分
だ
け
で
個
人
的
に
楽
し
ん
だ
と
い
う
に

す
ぎ
な
い
。

【
語
釈
】

足
利
将
軍
鹿
苑
院
義
満
公
…
室
町
幕
府
三
代
将
軍
。
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）

～
応
永
十
五
年
（
一
四
〇
八
）。
幼
名
春
王
、
法
名
道
義
、
法
号
鹿
苑
院
。

父
は
二
代
将
軍
義
詮
。
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
父
の
死
に
よ
り
将
軍
職
を

継
ぐ
。
永
徳
二
年
（
一
三
八
二
）
左
大
臣
に
就
任
、
翌
年
に
は
准
三
后
の
宣

下
を
受
け
、
南
北
朝
の
合
一
も
果
た
す
。
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
将
軍
を

辞
し
、
太
政
大
臣
と
な
る
。
一
四
〇
二
年
明
の
建
文
帝
か
ら
日
本
国
王
に
冊

封
さ
れ
、
勘
合
貿
易
を
始
め
る
。
義
堂
周
信
に
師
事
し
中
国
文
化
を
導
入
。

応
永
四
年
に
北
山
第
を
建
設
し
、
北
山
文
化
の
基
を
築
く
。
息
子
義
教
は
六

代
将
軍
と
な
り
、
唐
物
の
蒐
集
を
始
め
、
そ
れ
は
義
教
の
次
男
・
八
代
将
軍

義
政
に
引
き
継
が
れ
、
東
山
御
物
と
な
る
。

【
解
説
】

こ
こ
で
は
足
利
義
満
の
個
人
的
な
茶
の
賞
翫
と
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
次
の
義
政
の
茶
の
前
段
階
と
し
て
の
設
定
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
。
喫
茶
の
風
習
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
金
沢
貞
顕
の
書
状
な
ど
に
よ
っ
て
、

か
な
り
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
貞
顕
が
上
洛
す
る

摂
津
親
鑒
の
送
別
会
を
開
く
た
め
に
、
京
都
に
い
る
息
子
顕
助
に
出
し
た
書
状

（
武
将
編
三
二
九
号
）
に
「
新
茶
大
切
候
、
先
日
給
候
者
は
や
み
な
の
み
う
し

な
い
て
候
、
寺
中
第
一
の
新
茶
、
少
分
拝
領
候
者
、
悦
入
候
」
と
あ
り
、
鎌
倉

武
士
が
茶
を
好
み
、
大
事
な
会
で
は
茶
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
『
太
平
記
』
に
も
バ
サ
ラ
大
名
で
名
高
い
佐
々
木
導
誉
が
大
規
模
な
闘

茶
会
を
開
い
た
こ
と
が
「
都
ニ
ハ
佐
々
木
佐
渡
判
官
入
道
々
誉
ヲ
始
ト
シ
テ
在

京
ノ
大
名
、
衆
ヲ
結
デ
茶
ノ
会
ヲ
始
メ
、
日
々
寄
合
活
計
ヲ
尽
ス
ニ
」
と
表
現

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
闘
茶
は
武
士
だ
け
で
は
な
く
、
寺
院
・
公
家
の
世
界
に
も

広
が
り
を
み
せ
る
。『
祗
園
執
行
日
記
』
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
九
月
五
日

条
に
は
「
巡
立
茶
始
之
、
良
沙
汰
之
」
と
当
番
制
の
闘
茶
の
様
子
が
み
ら
れ
、

こ
れ
は
『
師
守
記
』
に
は
貞
治
二
年
（
一
三
六
三
）
に
「
雲
脚
茶
」
と
み
え
る

も
の
と
同
じ
で
あ
り
、『
看
聞
御
記
』
応
永
二
十
三
年
（
一
四
一
六
）
二
月
二

十
日
条
に
「
俄
有
御
茶
会
、
三
位
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
寿
蔵
主
等
候
、

自
今
可
為
順
事
各
被
結
番
」
と
あ
る
茶
会
に
引
き
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
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ま
り
、
義
満
の
時
代
以
前
か
ら
茶
会
は
盛
ん
で
あ
り
、
以
後
も
闘
茶
の
か
た
ち

で
喫
茶
は
盛
ん
で
あ
り
、
個
人
的
な
賞
翫
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
義
政
に
茶
の
湯
の
創
始
者
と
し
て
の
地
位
を
設
定
し
、
そ
の
前
段

階
の
義
満
は
ま
だ
普
及
に
関
与
し
な
か
っ
た
と
い
う
設
定
を
自
己
流
に
叙
述
し

て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

④

足
利
義
政
の
茶
の
湯
創
始

一

茶
湯
の
濫
觴
ハ
、
後
土
御
門
院
文
明
の
比
、
南
都
称
名
寺
之
邊
、
珠
光
と

て
閑
人
有
り
、
酬
恩

シ
ウ
ヲ
ン

院
（
庵
）
一
休
和
尚
ニ
参
禅
し
て
、
教
外
の
旨
を
悟
リ
、

圓
悟
禅
師
之
墨
蹟
を
法
信
ニ
賜
り
し
を
、
丈
室
ニ
掛
て
、
香
華

カ
ウ

ケ

を
供
し
、
炉
裏

に
湯
を
煮
て
、
同
好
之
友［
引
拙
・
宗
悟
・
宗
陳
之
徒
］を
招
き
て
、
茶
談
の
交

り
を
結
べ
り
、
其
交
り
、
興
を
塵
外
に
よ
す
れ
共
、
禮
に
し
て
和
し
、
和
す
れ

ど
も
禮
を
失
ハ
す
、
お
の
つ
か
ら
に
し
て
法
を
な
せ
り
、
時
に
慈
照
院
義
政
公
、

其
風
流
を
聞
し
召
れ
、
珠
光
を
召
て
、
茶
道
を
御
尋
有
に
、

淨
禮
和
之
趣
を

申
上
ら
れ
け
れ
は
、
甚
タ
御
心
に
か
な
ひ
、
此
道
國
家
に
流
布
せ
は
、
世
法
の

た
す
け
と
も
成
べ
し
と
御
感
心
有
り
、
能
阿
弥
・
藝
阿
弥
・
相
阿
弥
之
徒
に
仰

て
、
古（
故
）實
を
考
へ
、
眞
行
臺
子
之
法
、
茶
具
の
品
々
を
御
撰
有
し
よ
り
、

貴
人
の
御
翫
と
も
成
て
、
諸
國
に
流
布
し
、
次
て
大
内
家
・
今
川
家
・
織
田
家
、

別
而
豊
臣
秀
吉
公
に
至
り
、
利
休
に
仰
て
、
古
法
の
過
不
及
を
御
改
正
有
し
よ

り
、
作
法
宜

ヨ
ロ
シ
キに

か
な
ひ
、
上
ミ
公
候
（
侯
）
よ
り
工
商
に
い
た
る
ま
て
、
流
布

申
事
ニ
候
、

【
大
意
】

茶
の
湯
の
始
ま
り
は
、
後
土
御
門
院
の
御
世
、
文
明
年
間
（
一
四
六
九
～
一
四

八
七
）
で
あ
る
。
奈
良
の
称
名
寺
の
あ
た
り
に
、
珠
光
と
い
う
隠
者
が
い
た
。

彼
は
酬
恩
庵
の
一
休
和
尚
に
参
禅
し
、
禅
の
主
旨
を
悟
り
、
そ
の
悟
境
の
向
上

の
し
る
し
と
し
て
圜
悟
克
勤
の
墨
蹟
を
授
与
さ
れ
た
。

珠
光
は
そ
の
墨
蹟
を
方
丈
に
掛
け
、
仏
に
香
と
花
を
供
え
、
炉
で
お
湯
を
沸

か
し
、
同
好
の
友
人
で
あ
る
鳥
居
引
拙
・
十
四
屋
宗
悟
・
宗
陳
と
い
っ
た
人
を

招
き
、
茶
の
場
の
交
流
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
交
わ
り
は
興
趣
を
世
俗
の
外
に

求
め
て
い
た
が
、
儀
礼
を
以
て
親
和
し
、
親
し
く
と
も
儀
礼
を
失
わ
ず
、
自
然

と
作
法
が
成
立
し
て
い
っ
た
。

そ
の
頃
、
将
軍
義
政
公
は
そ
の
風
雅
な
遊
び
を
耳
に
し
て
、
珠
光
を
呼
び
寄

せ
て
、
茶
道
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
。
珠
光
が
、「
心
身
を
清
め
儀
礼
を
以
て

人
と
接
す
る
」
と
い
う
茶
道
の
要
諦
を
申
上
げ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
主
旨
が
義
政

公
の
考
え
に
か
な
い
、「
茶
道
を
日
本
中
に
広
め
れ
ば
俗
世
間
の
作
法
の
参
考

に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
感
心
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
義
政
公
が
、
能
阿
弥
・
藝
阿
弥
・
相
阿
弥
の
三
阿
弥
に
命
じ
て
、

古
の
儀
式
礼
法
を
勘
案
し
て
、（
真
行
草
の
う
ち
）
真
・
行
の
台
子
の
作
法
や

茶
道
具
の
品
々
を
選
定
し
た
結
果
、
茶
の
湯
が
身
分
の
高
い
人
々
の
遊
び
と
な

り
、
日
本
各
地
に
広
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
次
第
に
大
内
家
・
今
川
家
・
織
田
家
・

に
広
ま
り
、
こ
と
に
豊
臣
秀
吉
公
に
至
っ
て
は
、
千
利
休
に
命
じ
て
、
古
い
作

法
の
過
不
足
を
改
正
さ
れ
て
か
ら
は
、
茶
の
湯
の
作
法
が
適
正
な
も
の
と
な
り
、

上
は
公
家
か
ら
下
は
一
般
の
工
・
商
業
者
に
至
る
ま
で
、
茶
の
湯
が
普
及
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

【
語
釈
】

南
都
称
名
寺
…
奈
良
市
菖
蒲
池
町
所
在
の
浄
土
宗
寺
院
。
文
永
二
年
（
一
二
六

五
）
に
興
福
寺
の
学
侶
が
草
創
し
、
洛
西
三
鈷
寺
の
澄
忍
上
人
を
迎
え
て
念

仏
道
場
と
し
た
と
伝
え
る
。
幕
末
ま
で
は
興
福
寺
の
別
院
で
興
北
院
と
称
し
、

奈
良
町
民
の
菩
提
所
と
し
て
栄
え
た
。
珠
光
が
若
い
頃
こ
こ
で
修
行
し
、
晩

年
に
は
草
庵
を
建
て
た
と
伝
え
る
が
不
詳
。

（ 2）
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酬
恩
院
…
酬
恩
庵
。
京
都
府
綴
喜
郡
田
辺
町
大
字
薪
に
所
在
す
る
臨
済
宗
寺
院
。

も
と
は
大
応
国
師
が
創
建
し
た
妙
勝
禅
寺
を
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
一

休
宗
純
が
再
興
し
た
。
一
休
は
晩
年
を
こ
こ
に
住
し
、
こ
こ
で
没
し
た
。

一
休
和
尚
…
一
休
宗
純
。
応
永
元
年
（
一
三
九
四
）
～
文
明
十
三
年
（
一
四
八

一
）。
臨
済
宗
大
徳
寺
派
の
僧
。
自
号
狂
雲
子
。
後
小
松
天
皇
の
落
胤
。
六

歳
で
京
都
安
国
寺
に
入
り
、
そ
の
後
、
天
竜
寺
、
建
仁
寺
に
移
る
。
十
六
歳

で
西
金
寺
の
謙
翁
宗
為

け
ん
お
う
そ
う
い

に
参
禅
し
、
二
十
一
歳
で
華
叟
宗
曇

か
そ
う
そ
う
ど
ん

に
入
門
。
二
十

五
歳
で
公
案
を
透
過
し
て
「
一
休
」
号
を
授
け
ら
れ
る
。
師
華
叟
が
没
し
、

兄
弟
子
養
叟
が
法
嗣
と
な
る
と
、
そ
の
俗
性
を
批
判
し
て
薪
の
妙
勝
寺
や
堺

を
転
々
と
し
た
。
養
叟
派
に
は
反
発
し
な
が
ら
も
大
徳
寺
の
荒
廃
に
は
心
を

痛
め
、
堺
町
衆
の
協
力
を
得
て
復
興
に
尽
力
し
た
。
一
休
の
禅
が
在
家
的
・

人
間
的
で
あ
っ
た
た
め
、
連
歌
師
宗
長
・
山
崎
宗
鑑
、
能
の
金
春
禅
竹
な
ど

多
く
の
芸
術
家
た
ち
が
参
禅
し
て
い
る
。『
山
上
宗
二
記
』
に
は
圜
悟
の
墨

蹟
に
つ
い
て
「
是
ハ
昔
、
珠
光
ノ
一
休
和
尚
ヨ
リ
得
玉
フ
墨
蹟
ナ
リ
、
墨
蹟

掛
初
也
」
と
あ
り
、
抛
頭
巾
花
入
の
説
明
に
、
珠
光
が
死
去
の
際
に
「
宗
珠

ニ
譲
リ
、
忌
日
ニ
ハ
圜
悟
ノ
墨
蹟
ヲ
掛
ケ
、
抛
頭
巾
ニ
火
ク
ツ
ヲ
入
、
茶
ノ

湯
ヲ
手
向
ヨ
」
と
遺
言
し
た
と
伝
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
珠
光
が
一
休
に
参

禅
し
、
一
休
よ
り
圜
悟
の
墨
蹟
を
譲
り
受
け
、
更
に
宗
珠
に
伝
授
し
た
経
緯

が
知
ら
れ
る
。

円
悟
禅
師
…
圜
悟
克
勤
。
一
〇
六
三
年
～
一
一
三
五
年
。
宋
代
の
臨
済
宗
の
僧
。

字
は
無
著
。
四
川
省
彭
州
出
身
。
北
宋
徽
宗
皇
帝
か
ら
仏
果
禅
師
、
南
宋
の

高
宗
帝
か
ら
圜
悟
禅
師
の
号
を
贈
ら
れ
た
。
最
初
、
臨
済
宗
黄
竜
派
の
晦
堂

祖
心
に
参
禅
し
、
つ
い
で
楊
岐
派
の
五
祖
法
演
に
参
じ
て
そ
の
法
を
嗣
い
だ
。

彼
の
最
大
の
業
績
は
「
禅
門
第
一
の
書
」
と
い
わ
れ
る
『
碧
巌
録
』
を
著
述

し
た
こ
と
で
あ
る
。
珠
光
が
一
休
に
参
禅
し
、
圜
悟
の
墨
蹟
を
譲
り
受
け
、

茶
席
に
掛
け
た
の
が
、
茶
席
に
墨
蹟
を
掛
け
た
最
初
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
彼

の
書
は
茶
人
に
重
視
さ
れ
た
。

引
拙
…
鳥
居
引
拙
。
生
没
年
不
詳
。
室
町
時
代
の
茶
人
。『
山
上
宗
二
記
』
に

珠
光
の
弟
子
と
し
て
記
さ
れ
、「
茶
の
湯
の
数
奇
者
は
古
今
の
名
人
と
云
う
。

珠
光
并
び
に
引
拙
・
紹

也
」
と
あ
っ
て
、
武
野
紹

と
並
ぶ
名
人
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
引
拙
は
名
人
也
。
茄
子
な
ら
し
ば
、
其
の
外
卅
色

計
所
持
す
」
と
あ
り
、
名
物
道
具
を
三
十
以
上
所
持
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

「
珠
光
一
紙
目
録
」
に
は
「
引
拙
の
時
迄
は
、
珠
光
の
風
体
也
。
其
の
後
、

紹

悉
く
改
め
追
加
せ
令
め
畢
ん
ぬ
」
と
も
あ
り
、
引
拙
の
茶
の
湯
は
、
珠

光
の
そ
れ
を
忠
実
に
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

宗
悟
…
十
四
屋
宗
伍
。
生
没
年
不
詳
。
京
都
の
町
衆
。
松
本
氏
。
号
は
卒
休
斎
・

休
斎
。
近
江
国
出
身
で
京
都
下
京
に
住
し
た
。『
南
方
録
』
に
「
宗
易
の
物

語
に
、
珠
光
の
弟
子
、
宗
陳
・
宗
悟
と
云
人
あ
り
、
紹

は
此
二
人
に
茶
湯

稽
古
修
行
あ
り
し
也
」
と
あ
り
、
珠
光
の
わ
び
茶
が
、
宗
陳
・
宗
悟
を
経
て

利
休
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
と
く
に
五
陽
六
陰
の
曲
尺
割
の
秘
事

は
、
宗
悟
だ
け
が
珠
光
よ
り
伝
授
さ
れ
、
そ
れ
が
紹

を
経
て
利
休
に
伝
え

ら
れ
た
と
さ
れ
る
。『
分
類
草
人
木
』
に
は
、
宗
悟
と
宗
珠
を
常
に
対
照
的

な
茶
の
湯
を
行
う
人
物
と
し
て
描
い
て
お
り
、
宗
陳
は
あ
る
い
は
宗
珠
の
誤

り
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
紹

は
珠
光
跡
目
た
る
宗
珠
と
独
創

的
な
宗
悟
の
両
方
の
茶
の
湯
を
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、『
山
上
宗

二
記
』
は
「
下
京
宗
悟
、
茶
の
湯
す
き
た
る
人
也
。
但
し
、
目
き
か
ぬ
な
り
。

小
道
具
数
多
所
持
。
善
き
道
具
無
し
」
と
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
大
徳
寺

江
隠
宗
顕
の
賛
語
の
あ
る
宗
悟
画
像
が
伝
存
し
、
そ
れ
か
ら
宗
悟
が
古
嶽
宗

亘
に
参
禅
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

宗
陳
…
『
南
方
録
』「
覚
書
」
に
利
休
の
伝
聞
と
し
て
、「
宗
易
の
物
が
た
り
に
、

珠
光
の
弟
子
、
宗
陳
・
宗
悟
と
云
人
あ
り
。
紹

は
こ
の
二
人
に
茶
湯
稽
古

修
行
あ
り
し
也
」
と
あ
り
、
武
野
紹

の
茶
の
師
匠
と
し
て
宗
陳
・
宗
悟
の
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二
人
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
宗
悟
は
お
そ
ら
く
十
四
屋
宗
悟
の
こ
と

で
間
違
い
あ
る
ま
い
が
、
宗
陳
な
る
人
物
は
茶
道
史
上
、
他
の
ど
こ
に
も
見

当
た
ら
な
い
。
宗
陳
の
「
陳
」
の
字
の
く
ず
し
と
「
珠
」
の
く
ず
し
は
似
通
っ

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宗
陳
は
「
宗
珠
」
の
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。

宗
珠
な
ら
ば
珠
光
の
跡
目
と
し
て
『
二
水
記
』
な
ど
に
も
「
数
奇
之
上
手
」

「
数
奇
之
張
本
」
と
し
て
記
録
さ
れ
、
下
京
に
居
住
し
た
「
宗
珠
」
に
想
定

で
き
る
。

慈
照
院
義
政
公
…
足
利
義
政
。
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
～
延
徳
二
年
（
一
四

九
〇
）。
室
町
幕
府
八
代
将
軍
。
六
代
義
教
の
二
男
。
幼
名
三
寅
。
も
と
義

成
と
称
す
る
。
宝
徳
元
年
（
一
四
四
九
）
将
軍
職
に
就
く
。
寛
正
五
年
（
一

四
七
三
）
弟
の
義
尋
を
還
俗
さ
せ
、
義
視
と
名
乗
ら
せ
家
督
を
継
が
せ
る
が
、

翌
年
、
日
野
富
子
に
義
尚
が
生
ま
れ
、
応
仁
の
乱
の
原
因
を
生
じ
さ
せ
た
。

文
明
十
四
年
（
一
四
八
二
）
東
山
山
荘
の
造
営
に
着
手
し
、
そ
の
座
敷
飾
り

を
相
阿
弥
な
ど
の
同
朋
衆
が
手
が
け
た
。
庭
造
り
な
ど
も
河
原
者
に
任
せ
る

な
ど
身
分
を
越
え
た
文
化
の
吸
収
を
行
っ
た
。
彼
の
周
辺
に
は
東
山
文
化
が

生
ま
れ
、
彼
の
時
代
ま
で
に
集
め
ら
れ
た
道
具
は
一
般
に
東
山
御
物
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。『
山
上
宗
二
記
』
で
は
、
能
阿
弥
を
介
し
て
珠
光
か
ら

茶
の
湯
の
楽
し
さ
を
学
び
、
東
山
山
荘
で
専
ら
茶
の
湯
を
楽
し
ん
だ
と
い
う

伝
説
が
書
か
れ
て
い
る
。
山
上
宗
二
の
時
代
に
は
、
東
山
御
物
が
茶
の
湯
の

唐
物
道
具
の
最
高
峰
で
あ
っ
た
た
め
に
、
茶
の
湯
の
最
初
の
庇
護
者
に
擬
せ

ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

能
阿
弥
…
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
～
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）。
足
利
将
軍

家
の
同
朋
衆
。
姓
は
中
尾
、
名
は
真
能
、
号
は
春

斎
。
唐
物
奉
行
と
し
て

舶
来
品
の
鑑
定
・
管
理
・
座
敷
飾
り
を
担
当
し
た
。
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）

に
息
子
周
健
の
冥
福
の
た
め
に
描
い
た
「
白
衣
観
音
図
」
が
唯
一
の
実
作
と

し
て
伝
わ
る
。『
御
物
御
画
目
録
』『
室
町
殿
行
幸
御
飾
記
』『
君
台
観
左
右

帳
記
』
の
撰
述
者
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。『
山
上
宗
二
記
』
の
冒
頭
に
足
利

義
政
が
東
山
山
荘
に
隠
居
し
た
後
、
能
阿
弥
を
召
し
て
「
何
か
珍
敷
御
遊
在

る
べ
き
か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
南
都
称
名
寺
に
珠
光
と
申
す
も
の
御
座

候
。
此
の
道
に
尤
深
く
、
三
十
歳
已
来
、
茶
の
湯
に
身
を
抛
ち
、
又
は
孔
子

の
道
を
も
学
び
た
る
も
の
に
て
候
」
と
茶
の
湯
と
珠
光
を
紹
介
し
た
文
章
が

み
え
る
。
と
こ
ろ
が
東
山
山
荘
は
能
阿
弥
没
後
の
作
事
で
あ
り
、
年
代
が
あ

わ
ず
、
こ
の
話
は
宗
二
の
創
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
む
し
ろ
能
阿
弥
の
才

能
は
連
歌
の
方
に
記
録
が
多
い
。
飯
尾
宗
祇
の
連
歌
選
集
『
竹
林
抄
』
に
宗

祇
七
賢
の
一
人
と
し
て
能
阿
弥
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
一
七
二
句
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
に
も
「
公
方
同
朋

能
阿
法
師

四

十
三
」
と
あ
り
、
四
十
三
句
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
室
町
末
期
に
は
、
連
歌

会
で
喫
茶
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
宗
珠
な
ど
も
連
歌
会
に

お
い
て
数
寄
を
興
行
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
連
歌
と
茶
の
湯
の
関
係
は
深
く
、

か
つ
能
阿
弥
が
茶
道
具
と
し
て
最
高
の
東
山
御
物
の
選
定
者
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
茶
の
湯
の
仲
介
者
と
し
て
の
役
割
を
荷
わ
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

藝
阿
弥
…
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
～
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）。
同
朋
衆
。

姓
は
中
尾
、
名
は
真
藝
、
号
は
学
叟
。
父
は
能
阿
弥
。
将
軍
家
に
近
侍
し
て
、

唐
物
奉
行
と
し
て
仕
え
た
。
連
歌
に
も
精
通
し
、
そ
の
作
品
は
『
新
撰
菟
玖

波
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
水
墨
画
に
も
長
じ
、
文
明
十
二
年
作
の
「
観

瀑
図
」
が
伝
存
す
る
。

相
阿
弥
…
？
～
大
永
五
年
（
一
五
二
五
）。
同
朋
衆
。
姓
は
中
尾
、
名
は
真
相
、

号
は
鑑
岳
・
松
雪
斎
。
祖
父
能
阿
弥
・
父
藝
阿
弥
と
と
も
に
三
阿
弥
と
称
さ

れ
た
。
ま
た
三
代
に
わ
た
る
座
敷
飾
り
の
規
式
書
と
も
い
え
る
『
君
台
観
左

右
帳
記
』
を
ま
と
め
て
い
る
。
大
永
三
年
に
は
十
代
将
軍
義
稙
の
た
め
に

『
御
飾
記
』
を
記
し
た
と
い
わ
れ
る
。
連
歌
も
よ
く
し
、
殿
中
連
歌
会
で
活

躍
し
、「
宗
匠
」
と
称
さ
れ
た
。
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眞
行
臺
子
之
法
…
台
子
点
前
を
真
・
行
・
草
の
三
段
階
に
分
け
た
、
そ
の
真
の

台
子
と
行
の
台
子
点
前
の
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
が
、
台
子
点
前
が
本
来
、

真
・
行
・
草
の
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。『
角

川
茶
道
大
事
典
』
は
「
台
子
」
の
綱
目
で
、『
草
人
木
』「
台
子
の
沙
汰
」
に

能
阿
弥
と
珠
光
に
よ
る
台
子
飾
り
の
法
式
が
種
々
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
後
、「
義
政
時
代
に
発
達
し
た
台
子
は
、
そ
の
後
、
武
野
紹

を
経

て
、
千
利
休
に
よ
っ
て
、
台
子
に
よ
る
茶
湯
の
法
式
が
定
ま
っ
た
わ
け
で
あ

る
」（
鈴
木
恵
子
）
と
記
す
が
、
紹

や
利
休
に
よ
る
台
子
点
前
の
記
録
は

ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
台
子
に
つ
い
て
も
、
南
浦
紹
明
が
文

永
四
年
（
一
二
六
七
）
宋
よ
り
帰
朝
の
際
、
台
子
お
よ
び
皆
具
一
式
を
持
ち

帰
り
、
筑
前
国
崇
福
寺
の
什
物
と
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
こ
の
台
子
が
京
都
・

大
徳
寺
に
送
ら
れ
、
さ
ら
に
天
竜
寺
の
夢
想
疎
石
に
渡
り
、
点
茶
に
用
い
て

茶
式
が
定
め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
は
江
戸
後
期
の
『
嬉
遊
笑
覧
』（
天

保
元
年
刊
）
に
記
載
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
。
比
較
的
古
い
『
草
人
木
』
で
も

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
の
板
行
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
時
代
史
料
は
皆
無

に
等
し
い
状
況
に
あ
る
。
比
較
的
信
頼
度
の
高
い
『
山
上
宗
二
記
』（
天
正

十
六
～
十
八
年
成
立
）
に
も
台
子
の
茶
の
記
述
は
少
な
い
。
確
た
る
も
の
は

次
の
二
箇
所
で
あ
る
。「
茶
湯
者
覚
悟
十
体
」
に
「
手
前
」
の
説
明
と
し
て
、

「
薄
茶
を
建
て
る
が
専
一
也
。
是
を
真
の
茶
と
云
う
。
世
間
に
真
の
茶
を
濃

茶
と
云
う
は
非
也
。
濃
茶
の
建
て
様
は
、
手
前
に
も
身
も
か
ま
わ
ず
、
茶
の

か
た
ま
ら
ぬ
よ
う
に
、
い
き
の
ぬ
け
ぬ
よ
う
に
建
て
る
が
習
也
。
其
の
外
、

台
子
四
つ
組
、
并
び
に
小
壷
・
肩
衝
、
此
の
中
に
在
り
」
と
あ
り
、「
茶
湯

者
之
伝
」
に
「
堺
津
田
宗
達
は
台
子
の
荘
り
一
世
楽
し
む
。
名
物
卅
種
所
持

す
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
方
、
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
成
立
と

伝
え
る
『
分
類
草
人
木
』
に
は
「
台
子
、
附
長
板
・
小
板
・
屏
風
」
の
項
目

が
あ
り
、
台
子
の
七
飾
・
五
飾
・
三
飾
を
は
じ
め
、
種
々
の
台
子
飾
り
に
関

す
る
記
述
が
あ
る
。

大
内
家
…
大
内
氏
と
茶
の
出
会
い
は
、
米
原
正
義
氏
に
よ
る
と
大
内
義
弘
の
時

代
に
遡
る
（『
戦
国
武
将
と
茶
の
湯
』
淡
交
社
、
一
九
八
六
年
）。
さ
ら
に
本

書
の
「
大
内
家
」
と
は
大
内
政
弘
の
時
代
を
さ
す
と
し
て
、「
政
弘
は
室
町

幕
府
同
朋
衆
能
阿
弥
か
ら
、『
君
台
観
左
右
帳
記
』
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
が

年
代
が
合
わ
ず
、
能
阿
弥
の
子
芸
阿
弥
が
整
理
し
て
贈
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

芸
阿
弥
と
大
内
氏
の
交
流
は
『
親
元
日
記
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
」（
同
書
）
と
述
べ
る
。
政
弘
の
息
子
義
興
に
は
明
確
な
茶
の
湯
の
記
録

が
み
え
る
。『
元
長
卿
記
』
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
四
月
十
八
日
条
に

在
京
中
の
義
興
が
、
三
時
知
恩
寺
の
檜
性
内
親
王
か
ら
茶
会
に
招
待
さ
れ
た

記
事
が
み
え
る
。
ま
た
義
興
の
息
子
義
隆
に
つ
い
て
は
『
大
内
義
隆
記
』

（
天
文
二
十
一
年
成
立
）
に
「
国
モ
治
リ
テ
山
口
内
ノ
悦
ハ
、
ワ
レ
サ
キ
ク

サ
ノ
殿
作
リ
、
三
葉
四
葉
ニ
咲
花
ノ
、
柱
花
瓶
ニ
イ
ケ
置
テ
、
茶
ノ
湯
座
敷

四
畳
半
、
三
畳
敷
ニ
次
ノ
間
ヲ
、
ツ
ク
ラ
ヌ
人
ハ
ナ
カ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
、
国
内
で
草
庵
茶
室
が
盛
ん
に
造
作
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
大

内
氏
は
日
明
貿
易
で
巨
富
を
築
き
、
山
口
に
小
京
都
を
現
出
せ
し
め
、
応
仁

の
乱
で
も
多
く
の
文
人
・
貴
族
を
山
口
に
迎
え
た
。
地
方
に
あ
っ
て
文
化
都

市
で
あ
っ
た
。
し
か
も
一
時
期
と
は
い
え
堺
を
支
配
地
と
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
数
寄
の
茶
の
湯
文
化
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
も
う
な
づ
け
る
。

今
川
家
…
今
川
家
も
大
内
家
に
劣
ら
ず
名
門
で
あ
る
。『
今
川
記
』
に
「
御
所

が
絶
え
れ
ば
吉
良
が
継
ぎ
、
吉
良
が
絶
え
れ
ば
今
川
が
継
ぐ
」
と
記
さ
れ
た

ほ
ど
の
格
式
の
あ
る
家
系
で
あ
っ
た
。
今
川
義
元
は
天
下
を
狙
い
な
が
ら
、

桶
狭
間
で
織
田
信
長
の
寄
襲
を
う
け
、
あ
え
な
く
果
て
る
が
、
そ
の
義
元
の

茶
の
湯
に
つ
い
て
『
高
白
斎
記
』
に
「
重
テ
御
振
舞
於
数
奇
屋
ノ
座
御
茶
御

酒
太
刀
被
下
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
川
家
に
は
数
寄
屋
が
設
け
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
山
上
宗
二
の
『
茶
器
名
物
集
』（
天
正
十
六
年
成
立
）
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に
は
、
玉
澗
筆
の
遠
浦
帰
帆
図
の
説
明
に
「
其
昔
は
連
歌
師
宗
長
所
持
、
昔

雪
斎
所
持
、
其
後
今
川
義
元
所
持
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
雪
斎
は
義
元
の
相

談
役
で
あ
り
、
今
川
家
の
長
老
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
弘
治
三
年
四
月
八
日
の

津
田
宗
達
の
茶
会
に
、
今
川
家
の
重
臣
関
口
刑
部
・
岡
辺
太
郎
左
衛
門
が
招

か
れ
て
い
る
（
宗
達
自
会
記
）。
こ
の
時
、
宗
達
は
「
だ
い
す

平
釜
、
桶
、

が
う
し
、
柄
杓
立
」
と
四
飾
り
の
台
子
の
茶
で
迎
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
今
川
家
で
は
台
子
の
茶
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

織
田
家
…
織
田
家
は
信
長
の
印
象
が
強
す
ぎ
る
が
、
父
信
秀
の
時
代
か
ら
茶
の

湯
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
信
秀
も
山
市
晴
嵐
の
大
軸
や
篠
香
炉
を
所
持
し
て
い

た
し
（
松
屋
名
物
集
）、
信
長
の
守
役
・
平
手
政
秀
も
京
都
の
公
家
に
認
め

ら
れ
る
当
代
一
流
の
文
化
人
で
あ
っ
た
。
信
長
は
名
物
狩
り
を
行
い
、
足
利

将
軍
家
に
代
わ
っ
て
天
下
の
名
物
を
蒐
集
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ

る
。
ま
た
堺
衆
の
今
井
宗
久
・
津
田
宗
及
・
千
宗
易
を
茶
堂
と
し
て
遇
し
、

妙
覚
寺
茶
会
・
相
国
寺
茶
会
を
催
し
た
よ
う
に
茶
好
き
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

家
臣
の
佐
久
間
父
子
・
滝
川
一
益
な
ど
も
茶
の
湯
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
多
い
。

押
し
な
べ
て
織
田
軍
団
は
茶
の
湯
好
き
と
い
え
よ
う
。

豊
臣
秀
吉
公
…
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
～
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）。
戦
国

武
将
。
尾
張
国
中
村
出
身
。
父
は
織
田
信
秀
の
足
軽
木
下
弥
右
衛
門
。
は
じ

め
木
下
藤
吉
郎
を
称
し
、
の
ち
羽
柴
氏
、
さ
ら
に
豊
臣
氏
に
改
姓
。
織
田
信

長
に
仕
え
、
本
能
寺
の
変
後
、
山
崎
の
合
戦
に
明
智
光
秀
を
や
ぶ
り
、
天
下

人
へ
の
道
を
進
ん
だ
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
七
月
一
日
に
安
土
城
普
請

の
功
に
よ
り
、
信
長
か
ら
牧
谿
筆
の
月
の
絵
を
与
え
ら
れ
茶
の
湯
を
許
可
さ

れ
た
（
信
長
公
記
）。
こ
れ
以
降
、
秀
吉
の
茶
の
湯
活
動
が
始
ま
り
、
同
時

に
堺
町
衆
と
の
交
流
も
盛
ん
に
な
る
。
こ
と
に
秀
吉
は
千
利
休
を
優
遇
し
、

大
友
宗
麟
の
手
紙
に
「
内
々
の
儀
は
宗
易
、
公
儀
の
事
は
宰
相
（
秀
長
）
存

じ
候
」
と
記
述
さ
れ
る
ほ
ど
、
秀
吉
政
権
内
で
重
視
し
た
。
ま
た
秀
吉
自
身
、

茶
の
湯
を
好
み
、
大
坂
城
大
茶
会
・
北
野
大
茶
湯
な
ど
の
大
規
模
な
茶
会
を

催
し
た
り
、
禁
裏
茶
会
に
よ
る
権
威
付
け
、
黄
金
茶
室
の
創
作
な
ど
、
積
極

的
な
茶
の
湯
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

【
解
説
】

こ
こ
で
は
喫
茶
で
は
な
く
、
茶
の
湯
の
始
ま
り
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

要
約
す
る
と
、
足
利
義
政
が
珠
光
の
風
聞
を
聞
い
て
招
聘
し
、
茶
の
湯
に
つ
い

て
質
問
し
た
と
こ
ろ
得
心
す
る
に
至
り
、
同
朋
衆
で
あ
る
能
阿
弥
一
家
に
台
子

点
前
・
茶
道
具
の
選
定
を
命
じ
た
た
め
、
諸
国
に
流
布
し
、
大
内
家
を
は
じ
め

と
す
る
戦
国
大
名
の
間
で
も
流
行
し
、
豊
臣
秀
吉
の
時
代
に
千
利
休
が
改
正
を

加
え
て
、
茶
の
湯
の
作
法
が
完
成
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

お
そ
ら
く
そ
れ
ま
で
の
諸
説
を
換
骨
奪
胎
し
て
簡
略
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
た
め
に
誤
謬
に
も
目
を
瞑
っ
て
い
る
箇
所
が
い
く
つ
か
生
じ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
珠
光
の
同
好
の
友
と
し
て
「
引
拙
・
宗
悟
・
宗
陳
」
の
三
人

を
挙
げ
て
い
る
が
、
他
の
茶
書
で
は
こ
れ
ら
三
人
は
珠
光
の
弟
子
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
る
。『
山
上
宗
二
記
』
に
は
、「
京
・
堺
に
珠
光
の
弟
子
多
し
。
大
抵
聞

き
及
ぶ
衆
、
松
本
・
篠
・
道
提
・
善
法
・
古
市
播
州
・
西
福
院
・
引
拙
」
と
あ

り
、
ま
た
は
「
珠
光
の
跡
目
宗
珠
・
宗
悟
・
善
好
・
藤
田
・
宗
宅
・
紹
滴
・
紹

也
」
と
あ
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
天
正
年
間
、
ま
さ
に
利
休
全
盛
の
頃
に
は
、

引
拙
・
宗
珠
・
宗
悟
は
珠
光
の
弟
子
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
宗
陳
」
は
語
釈
に
記
し
た
よ
う
に
、『
南
方
録
』
成
立
の
段
階
で
「
宗
珠
」

を
間
違
え
て
「
宗
陳
」
と
し
、
そ
れ
を
他
の
茶
書
も
、
こ
の
『
源
流
茶
話
』
も

踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
も
っ
と
も
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
「
珠
」
と
「
陳
」
の
く
ず
し
字
の
類
似
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
と
お

り
だ
が
、
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
宗
陳
な
る
人
物
は
同
時
代
の
史
料
に

ま
っ
た
く
現
れ
な
い
ば
か
り
か
、『
南
方
録
』
が
成
立
す
る
以
前
の
史
料
に
も
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登
場
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、『
南
方
録
』
成
立
以
後

に
ど
こ
か
ら
か
登
場
し
た
実
在
性
の
稀
薄
な
人
物
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
に
反
し
て
、
宗
珠
は
『
二
水
記
』『
宗
長
日
記
』
な
ど
の
公
家
や
連
歌

師
の
日
記
に
明
記
さ
れ
、
当
時
の
「
数
奇
の
張
本
」
と
ま
で
称
さ
れ
る
人
物
で
、

珠
光
の
後
継
者
と
想
定
し
て
問
題
の
人
物
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
論

「
茶
人
論
12

宗
珠
」（『
茶
の
湯
』
第
三
五
一
号
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）
を
ご

参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
彼
を
珠
光
の
後
継
者
と
認
め
る
根
拠
は
次
の
二
点
に

尽
き
る
。
一
つ
は
真
珠
庵
に
お
け
る
一
休
宗
純
の
年
忌
奉
加
帳
の
記
載
で
あ
る
。

珠
光
が
延
徳
三
（
一
四
九
一
）
年
の
十
回
忌
に
百
文
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）

の
十
三
回
忌
に
一
貫
文
奉
加
し
て
い
る
が
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
の
三
十

三
回
忌
に
は
珠
光
の
名
前
は
な
く
、
代
わ
っ
て
宗
珠
が
五
百
文
の
奉
加
を
行
っ

て
い
る
。
珠
光
は
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
五
月
十
五
日
に
没
し
て
い
る
か
ら
、

一
休
の
三
十
三
回
忌
に
は
珠
光
に
代
わ
っ
て
跡
目
の
宗
珠
が
奉
加
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
も
う
一
点
は
屋
敷
の
同
一
性
で
あ
る
。
鹿
苑
院
の
仁
如
集
尭
（
一
四

八
三
～
一
五
七
四
）
の
『
縷
氷
集
』
に
、
下
京
四
条
に
所
在
し
た
宗
珠
の
午
松

庵
は
「
茶
湯
数
奇
の
宗
朱
の
居
す
る
所
」
と
記
さ
れ
、「
古
織
公
伝
書
」（
一
六

四
七
～
五
二
年
成
立
）
に
も
「
京
都
珠
光
屋
敷
は
四
条
北
の
か
わ
に
て
、
松
の

木
の
門
へ
見
ゆ
る
な
り
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
珠
は
珠
光
屋
敷
を
譲
り
受
け

て
、
そ
こ
で
数
寄
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

宗
悟
は
十
四
屋
宗
悟
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
宗
悟
は
宗
珠
と
と
も
に

『
分
類
草
人
木
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
彼
ら
二
人
が
、
珠
光
の
弟
子
か
ど

う
か
は
別
と
し
て
、
珠
光
の
後
の
時
代
の
茶
人
と
し
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る

こ
と
は
た
し
か
と
思
わ
れ
る
。『
分
類
草
人
木
』
は
原
本
が
残
ら
ず
、
か
つ
写

本
も
現
在
は
所
在
不
明
で
、
史
料
的
に
問
題
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
珠
光
の

後
の
時
期
の
茶
の
湯
を
記
し
て
い
る
。
問
題
は
残
る
も
の
の
、
今
は
『
茶
道
』

全
集
本
の
奥
書
「
永
禄
七
年
甲
子
季
春
初
吉

真
松
斎
春
渓
」
に
従
っ
て
お
き

た
い
。
た
だ
し
宗
珠
の
屋
敷
が
京
都
の
下
京
四
条
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
宗
悟
も

京
都
の
町
衆
で
あ
り
、
二
人
と
も
に
活
動
の
場
は
京
都
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え

珠
光
が
応
仁
・
文
明
の
乱
を
避
け
て
南
都
称
名
寺
に
「
閑
人
」
と
し
て
閑
居
し

て
い
た
頃
に
、「
茶
談
の
交
わ
り
を
結
」
ぶ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

次
に
足
利
義
政
・
珠
光
・
能
阿
弥
の
関
係
で
あ
る
が
、『
山
上
宗
二
記
』
の

記
述
は
、
義
政
が
新
し
い
遊
興
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
能
阿
弥
の
紹
介
で
珠
光
が

召
さ
れ
、
茶
の
湯
を
開
陳
す
る
と
い
う
展
開
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
義
政
が

伝
聞
に
よ
っ
て
珠
光
を
直
接
呼
び
寄
せ
て
茶
の
湯
に
つ
い
て
話
を
聞
き
、
実
行

作
業
を
能
阿
弥
一
家
に
命
じ
た
と
い
う
段
取
り
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
八
月
に
な
く
な
っ
た
能
阿
弥
に
は
関
係
の

な
い
話
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
事
実
に
基
い
た
記
述
と
い
う
よ
り
は
、『
山
上
宗

二
記
』
の
記
述
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
「
諸
国
に
流
布
し
」
以
下
の
記
述
は
事
実
に
即
し
て
い
る
。
大
内
家
・

今
川
家
・
織
田
家
の
三
家
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
戦
国
大
名

と
し
て
朝
倉
氏
・
島
津
氏
な
ど
も
茶
の
湯
を
行
っ
て
い
た
記
録
が
見
出
せ
る
。

利
休
の
世
に
登
場
す
る
以
前
か
ら
、
茶
の
湯
は
各
地
の
戦
国
武
将
、
公
家
の
間

で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
利
休
が
秀
吉
政
権
下
に
お
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
の
作
法
の
改
正
や
整
理
を
試
み
た
こ
と
は
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
が
、

そ
れ
に
よ
っ
て
「
上
ミ
公
候
（
侯
）
よ
り
工
商
に
い
た
る
ま
て
、
流
布
申
事
ニ

候
」
と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
公
家
世
界
・
上
級
武
士
世
界
で
は
、

室
町
末
期
に
は
茶
の
湯
は
あ
る
程
度
浸
透
し
て
い
た
。
逆
に
利
休
以
降
で
も
織

部
・
遠
州
の
時
代
は
大
名
茶
の
時
代
で
あ
り
、
ま
だ
庶
民
に
ま
で
茶
の
湯
が
普

及
し
た
と
は
い
え
な
い
。
む
し
ろ
庶
民
に
茶
の
湯
が
普
及
す
る
の
は
、
中
間
教

授
層
と
い
わ
れ
る
町
の
師
匠
が
多
く
現
れ
て
く
る
元
禄
期
頃
か
ら
で
あ
り
、
ま

さ
に
『
源
流
茶
話
』
が
書
か
れ
る
少
し
前
の
時
代
の
様
相
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。

（ 7）
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３

茶
の
湯
の
目
的
と
伝
来

問
、
茶
之
由
來
、
茶
會
之
濫
觴
ハ
承
候
、
茶
道
之
趣
、
傳
來
之
次
第
、
諸
流
之

ワ
か
れ
候
事
ハ
い
か
ゝ
に
候
や
、

答
、
珠
光
之
本
意
、
茶
道
ハ
法
を
世
法
に
則

ノ
ッ
ト

り
、
趣
ハ
禪
に
よ
り
て
、

淨
禮

和
を
旨
と
せ
ら
れ
候
得
と
も
、
善
政
公
御
賞
翫
候
て
、
唐カ

ラ

・
日
本

ヤ
マ
ト

の
器
軸
を
撰

せ
給
へ
ハ
、
其
弊

ソ
ノ
ツ
イ
ヘ

、
珎
具

チ
ン

グ

之
翫
興

ク
ワ
ン
ケ
ウ

、
風
流
の
遊
筵
に
似
た
り
、
其
後
、
堺
之
住

武
野
紹

其
道
を
慕シ

タ

ひ
、
珠
光
の
弟
子
宗
陳
・
宗
悟
に
乞
て
傅
受

デ
ン
ジ
ュ

を
得
た
り
、

し
か
れ
と
も
、
茶
具
多
ク
ハ
唐カ

ラ

・
や
ま
と
の
珎
器

チ
ン

キ

に
し
て
、
求
め
が
た
き
に
よ

り
、
佗
を
た
す
け
て
、
茶
具
の
品
々
を
作
意
し
、
行
草
之
法
を
ワ
か
ち
被
申
候

へ
ば
、
同
好
之
徒ト

、
其
風
に
靡
き
て
、
茶
法
大
ニ
世
上
に
流
布
し
、
珠
光
の
後
、

中
興
の
宗
匠
と
な
れ
り
、
同
左
海
に
、
千
ノ
利
休
い
ま
た
田
中
与
四
郎
た
り
し

時
よ
り
、
紹

に
し
た
が
ひ
て
、
茶
道
の
奥
義
を
盡
し
、
古
來
之
過
不
及
を
糺タ

ヾ

さ
れ
し
よ
り
、

淨
正
直
之
道
、
禮
和
質
朴
の
法
、
相
備ソ

ナ

ハ
つ
て
、
茶
道
大
ニ

熟
し
、
大
に
成
れ
り
、
此
故
に
、
珠
光
を
茶

と
し
、
紹

を
中
興
と
し
、
利

休
を
大
成
之
法

と
あ
ふ
ぎ
申
事
ニ
候
、
茶
法
大
成
の
源
は
、
皆
利
休
よ
り
な

が
れ
出
候
へ
ど
も
、
後
世
諸
流
と
ワ
か
れ
候
事
ハ
、
惣
し
て
茶
を
す
け
る
人
、

貴
賤
境
界
の
不
同
、
あ
る
ひ
ハ
（
符
箋
「
素
質
の
」）
勝
劣
、
ま
た
ハ
時
節
の

機
宜
に
よ
り
て
、
好
も
又
異
也
、
た
と
へ
ハ
善
政
公
ハ
貴
人
之
御
境
界
な
れ
は
、

料
味
器
軸
も
善
美
を
盡
し
給
ふ
、
紹

も
賤
し
か
ら
ね
ば
、
名
器
を
も
所
持
候

へ
と
も
、
利
休
ハ
一
向
珠
光
之
意
に
よ
り
、
茶
湯
之
風
情
ハ
佗
た
る
に
有
り
と

覺
語（
悟
）
し
、
茶
室
之
し
つ
ら
ひ
、
露
地
の
か
ま
へ
も
ひ
と
へ
に
幽
閑

ユ
ウ
カ
ン

を
趣

と
し
、
中
露
地
の
扉
も
猿
戸
を
つ
ら
れ
候
、
古
織
・
遠
州
も
利
休
の
風
を
仰
か

れ
候
へ
ど
も
、
共
に
そ
こ
ば
く
の
領
主
な
れ
は
、
古
織
ハ
中
く
ゞ
り
、
遠
州
は

中
門
を
か
ま
へ
ら
れ
た
り
、
又
、
千
ノ
宗
旦
ハ
佗
な
れ
は
、
す
戸
或
は
関
竹
を

置
て
、
只
お
の

境
界
の
ま
ゝ
に
ふ
る
ま
ハ
れ
候
、
し
か
る
に
不
案
内
之
人

ハ
、
織
部
流
ハ
中
く
ゝ
り
、
遠
州
流
ハ
中
門
、
宗
旦
流
ハ
す
戸
・
猿
戸
な
と
い

ひ
て
、
流
に
よ
り
か
ハ
り
有
様
に
心
へ
ら
れ
、
富
る
人
も
、
宗
旦
流
と
て
佗
の

風
情
し
、
佗
人
も
遠
州
の
な
か
れ
と
て
、
う
る
ハ
し
く
あ
し
ら
ハ
れ
候
事
、
皆

ナ
茶
道
に
く
ハ
し
か
ら
さ
る
故
に
て
候
、

【
大
意
】

お
尋
ね
し
ま
す
。
茶
の
由
来
や
茶
会
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
お
聞
き
し
て
わ

か
り
ま
し
た
が
、
茶
道
の
趣
旨
や
伝
来
の
し
か
た
、
ま
た
諸
流
派
に
分
か
れ
た

経
緯
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

お
答
え
し
ま
す
。
珠
光
の
本
意
は
、
茶
道
と
い
う
も
の
は
作
法
を
世
の
中
の

規
則
に
則
っ
て
定
め
、
精
神
は
禅
に
依
拠
し
、
清
浄
礼
和
（
清
ら
か
な
心
で
礼

儀
正
し
く
和
を
尊
ぶ
精
神
）
を
第
一
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ

が
足
利
義
政
公
が
茶
の
湯
を
賞
翫
す
る
に
際
し
て
、
中
国
や
日
本
の
道
具
の
名

品
を
選
ば
せ
て
楽
し
ん
だ
た
め
に
、
弊
害
が
生
じ
て
、
珍
し
い
道
具
を
喜
び
玩

ぶ
傾
向
と
な
り
、
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
な
風
流
遊
び
の
遊
宴
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
堺
に
住
む
武
野
紹

が
茶
の
湯
を
慕
い
、
珠
光
の
弟
子
の
宗
陳
・

宗
悟
に
教
え
を
乞
い
、
茶
の
湯
の
伝
授
を
得
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
茶
道
具
の
多

く
は
中
国
や
国
内
の
道
具
の
中
で
も
稀
少
な
道
具
が
中
心
だ
っ
た
の
で
、
一
般

の
人
に
は
な
か
な
か
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
紹

が

貧
し
い
わ
び
茶
人
の
た
め
に
、
茶
道
具
を
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
し
て
、
正
式
な
茶

を
く
ず
し
た
行
・
草
の
茶
の
作
法
を
広
め
た
と
こ
ろ
、
同
好
の
人
た
ち
が
紹

の
法
式
を
受
け
入
れ
て
、
紹

式
の
茶
の
湯
が
世
の
中
に
大
い
に
広
ま
り
、
つ

い
に
紹

は
珠
光
の
後
の
中
興
の
宗
匠
と
な
っ
た
の
で
す
。

同
じ
堺
に
千
利
休
も
い
ま
し
た
。
利
休
は
、
ま
だ
田
中
与
四
郎
と
名
乗
っ
て

い
た
頃
か
ら
紹

の
も
と
で
茶
道
の
修
行
を
し
て
お
り
、
奥
義
を
知
り
尽
く
し
、

（ 8）
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古
来
よ
り
の
作
法
の
過
不
足
を
矯
正
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
茶
の
湯
は

清
浄
で
正
直
な
精
神
と
礼
和
質
朴
の
作
法
の
両
方
を
兼
ね
備
え
る
こ
と
が
で
き
、

大
い
に
発
展
し
、
大
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
珠
光
を
茶

祖
、
紹

を
中
興
、
利
休
を
大
成
の
法
祖
と
し
て
仰
ぎ
奉
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

こ
の
よ
う
に
茶
法
大
成
の
源
流
は
す
べ
て
利
休
か
ら
流
れ
出
し
た
の
で
す
が
、

後
世
に
な
る
と
諸
流
派
に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
そ
も
そ

も
茶
を
好
む
人
に
、
貴
賤
の
境
界
が
あ
っ
て
同
じ
身
分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
茶
の
湯
の
素
質
に
優
劣
が
あ
っ
た
こ
と
、
季
節
々
々
で
良
い
と
感
じ
る

好
み
も
ま
た
人
に
よ
っ
て
違
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
た
と
え

ば
、
足
利
義
政
公
な
ど
は
貴
人
の
最
高
位
に
い
ま
す
か
ら
、
茶
会
に
出
す
料
理

や
道
具
・
軸
な
ど
も
美
味
・
最
高
級
品
を
尽
く
そ
う
と
し
ま
す
。
紹

な
ど
も

そ
れ
ほ
ど
低
い
身
の
上
で
は
な
い
の
で
、
名
物
道
具
も
所
持
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
利
休
は
、
珠
光
の
教
え
を
第
一
と
考
え
て
い
た
の
で
、「
茶
の
湯
の

風
情
は
わ
び
た
境
地
に
あ
り
」
と
覚
悟
し
て
、
茶
室
の
飾
り
も
、
露
地
の
結
構

も
も
っ
ぱ
ら
幽
閑
を
旨
と
し
て
し
つ
ら
え
て
お
り
、
中
露
地
の
扉
な
ど
も
薄
板

を
打
ち
つ
け
た
だ
け
の
猿
戸
を
釣
っ
て
い
ま
し
た
。

古
田
織
部
と
小
堀
遠
州
も
利
休
の
茶
風
を
慕
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
も
と
も

と
が
共
に
そ
れ
な
り
の
領
主
で
し
た
か
ら
、
露
地
に
織
部
は
中
潜
り
を
遠
州
は

中
門
を
設
け
ま
し
た
。
一
方
、
千
宗
旦
は
貧
し
か
っ
た
の
で
、
簀
戸
か
関
竹
を

置
い
て
中
露
地
の
扉
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
た
だ
自
分
の
身
分
境
遇
の
ま
ま
に

工
夫
し
た
だ
け
の
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
茶
の
湯
に
不
案
内
な
人
は
、
織
部
流

は
中
潜
り
、
遠
州
流
は
中
門
、
宗
旦
流
は
簀
戸
・
猿
戸
が
特
徴
で
あ
る
な
ど
と

勝
手
な
解
釈
を
し
て
、
流
派
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
る
と
思
い
込
み
、
経
済
的
に

豊
か
な
人
も
、
自
分
は
宗
旦
流
だ
か
ら
と
い
っ
て
貧
相
な
風
情
を
凝
ら
し
、
逆

に
貧
し
い
人
が
、
自
分
は
遠
州
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、（
無

理
を
し
て
）
立
派
に
取
り
合
わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
茶
道
と
い

う
も
の
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
起
き
る
こ
と
な
の
で
す
。

【
語
釈
】

淨
禮
和
…
茶
道
の
要
諦
。
清
ら
か
で
礼
儀
正
し
く
和
を
尊
ぶ
意
。

行
草
之
法
…
３
④
「
足
利
義
政
の
茶
の
湯
創
始
」
で
「
眞
行
臺
子
之
法
」
と
あ

る
の
に
対
す
る
用
語
か
。「
行
」
が
重
複
し
て
い
る
の
が
気
に
な
る
が
、
後

の
茶
祖
・
中
興
・
大
成
と
い
う
三
段
階
説
と
勘
案
す
る
と
、
珠
光
の
茶
を
真
、

紹

の
茶
を
行
、
利
休
の
茶
を
草
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、

利
休
に
関
し
て
は
台
子
の
茶
の
改
正
者
と
し
て
の
地
位
も
認
め
て
い
る
。
真
・

行
・
草
と
い
う
三
段
階
に
よ
る
説
明
は
、
お
そ
ら
く
書
道
に
お
け
る
楷
書
・

行
書
・
草
書
か
ら
の
発
想
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
け
っ
し
て
上
・
中
・
下
と

い
う
三
等
級
の
意
味
で
は
な
い
。
こ
の
真
・
行
・
草
の
考
え
方
は
茶
の
湯
だ

け
で
な
く
、
広
く
芸
道
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
基
本
は
、
真
の
厳
正
に
対
し

て
草
の
自
由
が
あ
り
、
行
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
た
。
た
だ
し
茶
の
湯
で
は

『
南
方
録
』
に
よ
る
と
、
最
初
に
台
子
の
茶
の
中
に
真
・
行
・
草
が
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
は
珠
光
時
代
の
台
子
の
茶
の
真
に
対
し
て

利
休
の
草
庵
（
わ
び
）
茶
の
草
を
対
置
さ
せ
、
過
渡
期
の
紹

の
中
興
期
の

茶
を
行
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
も
そ
も
伝
承
的
に
は
珠
光
自
身
が
「
わ
び

茶
」
の
創
始
者
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
真
・
行
・
草
理
論
を
明
確
に
さ
せ
る

た
め
に
、
い
つ
の
間
に
か
真
の
茶
の
人
物
に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

真
・
行
・
草
理
論
の
た
め
の
理
論
で
あ
り
、
次
第
に
実
態
か
ら
は
な
れ
、
利

休
を
中
心
に
し
た
理
論
構
築
を
行
っ
て
い
っ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。

中
興
の
宗
匠
…
武
野
紹

を
中
興
の
祖
と
す
る
考
え
は
、
こ
の
後
の
文
章
に
、

「
珠
光
を
茶
祖
と
し
、
紹

を
中
興
と
し
、
利
休
を
大
成
之
法
祖
と
あ
ふ
ぎ

申
事
ニ
候
」
と
あ
る
の
に
対
応
し
て
い
る
。
こ
れ
も
利
休
を
茶
の
湯
の
大
成

（ 9）
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者
と
す
る
論
理
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。

田
中
与
四
郎
…
与
四
郎
は
利
休
の
名
。
利
休
の
祖
父
は
田
中
道
悦
と
い
い
、
父

は
田
中
与
兵
衛
と
い
っ
た
。
姓
を
田
中
と
し
た
こ
と
か
ら
、
千
利
休
（
宗
易
）

の
本
名
と
し
て
田
中
与
四
郎
を
記
し
て
い
る
。「
千
利
休
伝
記
」
に
よ
る
と
、

「
利
休
先
祖
之
儀
者
代
々
足
利
公
方
家
ニ
而
御
同
朋
ニ
而
御
座
候
由
先
祖
ヨ

リ
田
中
氏
ニ
而
御
座
候
、
就
中
、
利
休
祖
父
ハ
田
中
千
阿
弥
と
申
候
而
東
山

公
方
慈
照
院
義
政
公
之
御
同
朋
ニ
而
御
座
候
、（
中
略
）
千
阿
弥
発
心
致
し

泉
州
堺
江
閑
居
仕
候
、
其
子
与
兵
衛
ハ
田
中
之
名
字
を
改
メ
父
之
名
ノ
千
を

取
り
苗
字
ニ
致
し
、
千
与
兵
衛
と
申
候
而
堺
之
今
市
町
ニ
而
商
家
ニ
罷
成
候
、

其
子
千
与
四
郎
と
申
候
而
今
市
町
ニ
而
商
売
仕
候
所
茶
道
ヲ
好
キ
候
」
と
い

う
伝
承
を
伝
え
て
い
る
。
利
休
の
祖
父
が
足
利
義
政
の
同
朋
衆
で
あ
っ
た
と

い
う
確
た
る
史
料
は
な
く
、
む
し
ろ
創
作
さ
れ
た
家
伝
と
見
る
ほ
う
が
無
難

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
記
事
は
田
中
姓
か
ら
千
姓
に
代
わ
っ
た
経
緯
を
説

明
す
る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
千
家
が
も
と
は
田
中
姓
で

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
あ
る
ま
い
。

佗
…
「
わ
び
茶
」
と
い
う
用
語
を
文
化
形
態
の
一
種
、
あ
る
い
は
美
意
識
の
一

種
と
し
て
使
う
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
経
済
的
に
貧
し
い
こ
と
を
意
味

す
る
。
中
世
文
芸
の
美
意
識
と
し
て
「
冷
・
凍
・
寂
・
枯
」
が
あ
げ
ら
れ
る

が
、
こ
こ
に
は
「
佗
」
は
含
ま
れ
な
い
。
本
文
の
内
容
も
、
高
価
な
道
具
を

買
え
な
い
「
佗
」
で
あ
り
、
裕
福
な
大
名
に
対
す
る
「
佗
」
と
あ
り
、
貧
窮

と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
一
般
庶
民
層
で
、
贅
沢
な
高
級
品
が
買
え
る
ほ

ど
で
は
な
い
人
々
を
意
味
す
る
。『
山
上
宗
二
記
』
に
お
い
て
も
茶
の
湯
者

を
「
目
利
に
て
、
茶
の
湯
も
上
手
、
数
奇
の
師
匠
を
し
て
世
を
渡
る
」
者
と

規
定
し
て
、
そ
の
中
で
も
、「
一
物
も
持
た
ず
、
胸
の
覚
悟
一
、
手
柄
一
、

此
の
三
箇
条
の
調
い
た
る
を
佗
数
奇
」
と
定
め
て
い
る
。「
一
物
も
持
た
ず
」

と
い
う
の
は
貧
窮
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
唐
物
所
持
し
、
目
利

も
茶
の
湯
も
上
手
、
此
の
三
箇
も
調
い
、
一
道
に
志
深
き
は
、
名
人
と
云
う

也
」
と
す
る
。
も
し
精
神
性
や
美
意
識
だ
け
な
ら
ば
、
名
物
道
具
・
唐
物
道

具
を
持
っ
て
い
て
も
佗
数
寄
と
呼
ん
で
も
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、「
一
物
も

持
た
ず
」
と
限
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
美
意
識
の
問
題
で
な
い
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
物
も
持
た
ず
」
が
条
件
と
な
る
と
、
紹

利
休

な
ど
は
「
佗
茶
人
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
山
上
宗
二
は
、
名
物

道
具
を
三
十
以
上
所
持
す
る
紹

を
「
名
人
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
と
に

宗
二
は
道
具
を
重
視
し
て
お
り
、『
山
上
宗
二
記
』
も
一
名
『
茶
器
名
物
集
』

と
称
さ
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
同
書
「
茶
湯
者
覚
悟
十
体
」
に
も
、

「
善
き
道
具
持
つ
事
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、「
又
十
体
」
の
第
一
に
「
目
明
」

が
挙
げ
ら
れ
「
茶
の
湯
道
具
は
云
う
に
及
ば
ず
、
何
に
て
も
、
見
る
ほ
ど
の

物
、
善
悪
を
見
分
け
、
人
の
誂
物
を
し
お
ら
し
く
数
奇
に
入
り
て
始
む
る
事

専
一
也
」
と
述
べ
る
。
道
具
の
鑑
識
眼
が
、
か
え
っ
て
美
の
善
悪
を
見
分
け

る
能
力
に
通
じ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
茶
湯
者
之
伝
」
に
も

あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
人
物
は
粟
田
口
善
法
を
除
い
て
す

べ
て
道
具
所
持
者
で
あ
り
、
名
人
が
多
い
。
佗
は
一
人
も
い
な
く
、
善
法
で

す
ら
佗
の
範
疇
に
い
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
末
尾
に
「
茶
の
湯
名
人
に
成
り

て
後
は
、
道
具
一
種
さ
え
あ
れ
ば
、
佗
数
奇
す
る
が
専
一
也
」
と
紹

が
常

に
引
用
し
た
古
人
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
佗
数
奇
」
は
、

裕
福
で
あ
り
な
が
ら
名
物
を
所
持
し
楽
し
ん
だ
果
て
の
、
た
だ
一
物
を
楽
し

む
か
た
ち
の
茶
の
湯
と
し
て
の
「
佗
数
奇
」
で
あ
り
、
多
少
の
美
的
意
識
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

中
露
地
…
露
地
は
、
一
重
露
地
か
ら
二
重
露
地
、
三
重
露
地
へ
と
庭
の
広
さ
に

し
た
が
っ
て
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
三
重
露
地
は
、
外
露
地
・
中
露
地
・

内
露
地
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
中
露
地
に
は
中
腰
掛
や
砂
雪
隠
が
設

け
ら
れ
て
い
る
。
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猿
戸
…
薄
板
を
横
に
打
ち
つ
け
た
竪
框
と
竪
桟
を
上
下
に
少
し
ず
つ
突
き
出
し

た
戸
で
、
戸
締
り
の
た
め
猿
を
設
け
た
も
の
。

古
織
…
古
田
織
部
。
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
～
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）

六
月
十
一
日
。
安
土
桃
山
時
代
の
武
将
。
美
濃
国
出
身
。
父
は
重
定
。
名
は

左
介
・
景
安
・
重
然
。
天
正
十
三
年
に
従
五
位
下
織
部
正
に
叙
せ
ら
れ
た
と

さ
れ
る
が
、
最
晩
年
の
自
筆
書
状
に
「
織
部
助
」
と
自
署
し
て
お
り
、
織
部

正
就
任
の
一
次
史
料
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
織
田
信
長
の
家
臣
と
な
り
、

本
能
寺
の
変
後
、
秀
吉
に
仕
え
、
山
城
国
西
岡
に
三
万
五
千
石
を
与
え
ら
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
天
正
十
二
年
十
月
十
五
日
の
秀
吉
茶
会
に
初
め
て
「
古
田

左
介
」
の
名
が
現
れ
る
（
天
王
寺
屋
会
記
）。
千
利
休
と
も
茶
を
楽
し
ん
だ

こ
と
が
利
休
の
書
状
に
み
え
、
天
正
十
八
年
六
月
二
十
日
付
の
利
休
書
簡

「
武
蔵
鐙
の
文
」
は
著
名
。
同
十
九
年
二
月
十
三
日
、
秀
吉
に
蟄
居
を
命
じ

ら
れ
て
堺
へ
下
る
利
休
を
細
川
三
斎
と
と
も
に
淀
の
泊
で
見
送
っ
て
い
る
。

織
部
は
利
休
没
後
も
、
利
休
の
な
み
だ
の
文
を
掛
け
て
茶
会
を
催
し
た
り
、

利
休
作
の
泪
の
茶
杓
の
筒
に
窓
を
あ
け
位
牌
代
わ
り
に
日
夜
拝
し
た
と
も
伝

え
る
。
慶
長
四
年
三
月
六
日
吉
野
に
お
い
て
、
堺
・
京
の
町
衆
や
小
堀
遠
州

ら
と
花
見
の
会
を
開
い
て
お
り
、「
利
休
妄
魂
」
額
字
の
荷
い
茶
屋
を
出
し

て
い
る
。
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
は
織
部
の
茶
を
愛
し
、
慶
長
十
五
年
に
は
江

戸
で
茶
の
指
南
を
受
け
、
織
部
は
「
数
奇
者
之
随
一
」
と
称
さ
れ
、
天
下
一

の
茶
匠
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
。
し
か
し
慶
長
十
九
年
の
大
阪
冬
の
陣

で
は
、
陣
中
で
茶
杓
の
竹
を
探
し
て
負
傷
す
る
事
件
が
あ
り
、
夏
の
陣
で
は

織
部
の
家
臣
木
村
宗
善
の
謀
反
が
発
覚
し
、
織
部
は
切
腹
を
命
ぜ
ら
れ
一
族

は
滅
亡
し
た
。

遠
州
…
小
堀
遠
州
。
天
正
四
年
（
一
五
七
九
）
～
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）。

江
戸
初
期
の
大
名
。
名
は
作
助
・
正
一
（
政
一
）。
号
は
大
有
宗
甫
。
父
は

正
次
。
幕
府
が
経
営
し
た
数
多
く
の
重
要
な
建
造
物
の
作
事
奉
行
を
務
め
、

禁
裡
・
仙
洞
御
所
・
二
条
城
・
江
戸
城
内
山
里
な
ど
の
建
造
に
関
与
、
初
期

徳
川
幕
府
の
重
要
人
物
の
一
人
と
な
る
。
茶
の
湯
は
古
田
織
部
に
師
事
し
、

終
生
師
匠
と
尊
敬
し
た
。
彼
の
身
近
な
茶
人
た
ち
に
は
遠
州
流
の
茶
も
教
え

た
が
、
公
的
に
は
織
部
の
茶
を
伝
え
た
。
利
休
－
織
部
－
遠
州
と
い
う
茶
系

が
、
武
家
茶
道
の
正
系
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
当
た
っ
て
、
遠
州
の

果
た
し
た
役
割
は
ま
こ
と
に
大
き
か
っ
た
。
同
時
代
の
千
宗
旦
が
清
巌
宗
謂

の
厳
し
い
禅
風
に
直
面
し
て
千
家
流
の
基
を
固
め
た
の
に
対
し
て
、
遠
州
が

同
じ
大
徳
寺
で
も
穏
や
か
に
広
い
心
を
禅
と
し
て
保
証
し
た
春
屋
宗
園
に
師

事
し
た
こ
と
が
、
そ
の
後
、
千
家
の
茶
と
遠
州
の
茶
の
差
異
を
微
妙
に
分
け

た
。

中
く
ぐ
り
…
外
露
地
と
内
露
地
と
の
境
に
設
け
ら
れ
る
中
門
の
一
種
。

中
門
…
二
重
露
地
や
三
重
路
地
の
よ
う
な
複
数
構
成
の
露
地
に
お
い
て
、
各
々

の
露
地
の
間
の
出
口
に
設
け
ら
れ
た
門
。

千
宗
旦
…
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
～
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）。
千
家
三
代

目
。
父
は
利
休
の
後
妻
宗
恩
の
連
子
の
少
庵
。
利
休
切
腹
後
、
少
庵
が
京
で

千
家
を
茶
家
と
し
て
再
興
し
、
そ
の
後
を
継
い
だ
。
字
は
元
伯
、
道
号
は
元

叔
、
別
号
に
咄
々
斎
・
咄
斎
・
不
審
庵
・
今
日
庵
。
十
一
歳
で
大
徳
寺
三
玄

院
に
入
り
、
春
屋
宗
園
の
喝
食
と
な
る
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
家
督
を

相
続
す
る
（
千
家
系
譜
）。
同
十
三
年
に
松
屋
久
重
を
招
き
本
格
的
な
茶
会

活
動
を
始
め
る
（
松
屋
会
記
）。「
乞
食
宗
旦
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の

生
活
は
貧
窮
を
極
め
た
よ
う
で
あ
る
が
、
大
名
家
へ
の
出
仕
は
な
か
っ
た
。

そ
の
反
面
、
息
子
た
ち
の
就
職
活
動
に
は
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
書

状
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
。
次
男
宗
守
・
三
男
宗
左
・
四
男
宗
室
が
そ
れ
ぞ
れ

武
者
小
路
・
表
・
裏
の
三
千
家
の
初
代
と
な
る
。
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【
解
説
】

質
問
事
項
は
三
つ
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
が
「
茶
道
の
趣
」、
二
つ
目
が
「
伝

来
の
次
第
」、
そ
し
て
三
つ
目
が
「
諸
流
の
分
か
れ
」
で
あ
る
。

第
一
の
茶
の
湯
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
珠
光
の
本
意
と
言
い
直
し
て
、

そ
れ
は
「

浄
禮
和
」
に
あ
る
と
答
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
利
休
の
改
正
に
つ
い

て
も
、「

淨
正
直
之
道
、
禮
和
質
朴
の
法
、
相
備
ハ
つ
て
、
茶
道
大
ニ
熟
し
、

大
に
成
れ
り
」
と
述
べ
る
。
利
休
が
道
と
法
に
分
け
て
兼
備
し
た
「

淨
正
直
」

「
禮
和
質
朴
」
の
二
つ
の
熟
語
は
頭
二
字
を
繋
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
珠
光
の
「

浄
禮
和
」
と
な
り
、
両
者
は
同
じ
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
源

流
茶
話
』
は
、
茶
の
湯
の
趣
旨
に
お
い
て
も
利
休
を
源
流
と
し
た
が
っ
て
い
る

が
、
本
来
な
ら
ば
珠
光
の
教
え
に
お
い
て
す
で
に
趣
旨
の
源
流
は
確
立
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
史
実
と
は
関
係
の
な
い
、
著
述
論
理
の
話

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

伝
来
の
問
題
は
、
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
、
珠
光
―
紹

―
利
休
と
い
う

流
れ
を
示
し
て
い
る
。
珠
光
を
茶
祖
、
紹

を
中
興
、
利
休
を
大
成
と
明
確
に

位
置
づ
け
た
の
は
、
あ
る
い
は
本
書
が
嚆
矢
か
も
し
れ
な
い
。
本
書
に
先
行
す

る
『
茶
話
指
月
集
』（
元
禄
十
四
年
板
行
）
に
は
、「
本
朝
、
茶
礼
の
行
る
る
こ

と
尚
し
。
贈
相
国
喜
山
公
、
真
能
か
伝
を
得
た
ま
ひ
し
よ
り
こ
の
か
た
、
珠
光
・

紹

に
委
く
、
利
休
に
大
成
す
る
も
の
な
り
し
」
と
あ
り
、
三
者
の
流
れ
は
記

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
先
行
す
る

『
南
方
録
』（
元
禄
三
年
成
立
）
に
は
、

宗
易
の
物
が
た
り
に
、
珠
光
の
弟
子
、
宗
陳
・
宗
悟
と
云
人
あ
り
。
紹

は
こ
の
二
人
に
茶
湯
稽
古
修
行
あ
り
し
な
り
。（
中
略
）
宗
易
は
与
四
郎

と
て
十
七
歳
の
時
よ
り
専
ら
茶
を
こ
の
み
、
か
の
道
陳
に
け
い
こ
せ
ら
る
。

道
陳
の
引
合
に
て
紹

の
弟
子
に
な
ら
れ
し
な
り
。

と
あ
り
、
た
ん
に
茶
の
湯
修
行
の
師
匠
・
弟
子
関
係
を
示
す
の
み
で
、
茶
道
史

上
の
位
置
づ
け
は
や
は
り
な
い
。
同
書
に
付
随
す
る
「
岐
路
弁
疑
」（
元
禄
十

七
年
成
立
か
）
に
は
、

凡
点
茶
の
一
道
、
普
広
院
、
慈
照
院
の
両
公
、
好
事
に
長
じ
、
こ
の
時
専

厳
重
の
茶
式
行
れ
し
よ
り
、
能
弥
、
珠
光
の
流
、
伝
々
し
て
紹

利
休

に
至
り
、
露
地
草
庵
の
清
規
は
、

休
の

煉
に
出
て
、
世
に
流
布
せ
る

こ
と
、
今
ま
た
贅
す
る
に
及
ば
ず
。

と
あ
る
。
こ
れ
も
流
れ
の
み
の
記
述
で
あ
る
。

諸
流
の
分
裂
に
つ
い
て
は
、
織
部
流
・
遠
州
流
・
宗
旦
流
の
三
流
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
書
の
成
立
し
た
元
禄
十
四
年
の
時
点
で
は
、
宗

流
・
庸
軒
流
・
石
州
流
・
上
田
宗
箇
流
・
松
尾
流
・
有
楽
流
・
宗
和
流
な
ど
も

そ
の
活
動
を
明
確
に
し
つ
つ
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
流
を
挙
げ
て
い

な
い
の
は
、
藪
内
流
と
し
て
は
、
意
識
の
上
で
同
格
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
流

派
を
俎
上
に
あ
げ
る
こ
と
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
考

え
れ
ば
、
源
流
た
る
利
休
を
除
け
ば
、
織
部
・
遠
州
・
宗
旦
の
三
人
は
、
藪
内

竹
心
に
と
っ
て
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
し
て
織
部
が
中
潜
り
を
、
遠
州
が
中
門
を
、
宗
旦
が
簀
戸
を
工
夫
し
た
の

は
、
そ
れ
を
流
派
の
特
徴
と
す
る
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
単
に
大
名
と
貧

乏
な
町
人
と
い
う
身
分
や
身
代
の
差
が
現
れ
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
す
る
。
そ

し
て
裕
福
な
人
が
佗
の
し
つ
ら
い
を
す
る
こ
と
を
、「
茶
道
に
委
し
く
な
い
か

ら
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
論
法
で
ゆ
く
と
、
利
休
の
茶
の
湯
と
は
、

身
分
に
応
じ
た
道
具
・
し
つ
ら
い
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、

「
わ
び
茶
」
と
い
わ
れ
る
も
の
と
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
正
し

い
。
た
と
え
ば
利
休
自
身
の
茶
を
考
え
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、
彼

が
粗
末
な
道
具
や
、
み
す
ぼ
ら
し
い
茶
室
を
使
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う

記
録
は
な
い
。
ま
た
名
物
も
所
持
し
て
い
た
し
、
名
物
の
斡
旋
・
仲
介
も
し
て

い
る
。
四
畳
半
茶
室
を
二
畳
敷
や
一
畳
半
敷
に
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
経
済
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的
に
安
く
上
げ
る
た
め
で
は
な
く
、
空
間
構
成
の
工
夫
で
あ
る
。
草
庵
茶
室
も
、

貧
乏
で
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
豪
華
な
邸
宅
の
中
に
独
立
家
屋
で
、
茶
の
湯

だ
け
の
た
め
に
設
け
る
と
い
う
贅
沢
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
利
休
の
茶
は

あ
く
ま
で
「
数
寄
」
で
あ
っ
て
、「
佗
茶
」
で
は
な
い
。

も
う
一
つ
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
宗
旦
の
茶
を
宗
旦
流
と
呼
ん
で
い
る
こ
と

で
あ
る
。
宗
旦
の
父
少
庵
が
、
利
休
と
は
血
縁
関
係
が
な
い
と
は
い
え
、
実
子

道
安
が
堺
に
立
ち
戻
っ
た
以
上
、
京
で
利
休
の
茶
を
継
承
し
た
の
は
少
庵
・
宗

旦
父
子
に
間
違
い
な
い
。
義
理
と
は
い
え
、
彼
ら
父
子
は
れ
っ
き
と
し
た
利
休

流
茶
道
の
継
承
者
で
あ
る
。
本
来
、
宗
旦
の
茶
の
湯
は
利
休
流
と
呼
ば
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
竹
心
は
あ
え
て
宗
旦
流
と
呼
ぶ
。
竹
心
だ
け
で
な
く
『
槐
記
』
と

い
う
言
行
録
の
中
で
、
近
衛
家

も
宗
旦
流
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。

「
宗
旦
流
」
な
る
表
現
は
一
般
性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
な

ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
少
庵
が
茶
の
湯
を
業
と
し
て
家
を
再
興
し
た
時
点

で
は
、
道
安
が
堺
に
健
在
で
、
家
業
で
は
な
い
が
茶
の
湯
を
行
っ
て
い
た
の
で
、

利
休
流
を
名
乗
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
時
期
的
に
も
○
○
流
と
い
っ

た
流
派
茶
道
の
時
代
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
う
え
道
安
だ
け
で
な
く
、
織
部
・

三
斎
を
は
じ
め
と
し
て
、
利
休
か
ら
直
接
茶
の
湯
を
学
ん
だ
武
将
た
ち
が
存
命

で
あ
り
、
彼
ら
の
存
在
も
利
休
流
を
標
榜
す
る
の
に
障
害
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
○
○
流
と
い
う
命
名
は
ま
さ
に
第
三
者
的
な
名
づ
け
方
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
各
自
が
織
部
流
・
遠
州
流
と
名
乗
っ
た
の
で
は
な
く
、
周
囲
か
ら
言

い
始
め
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
宗
旦
の
茶
は
「
宗
旦
流
」
と
し
か
名

づ
け
よ
う
が
な
く
な
る
。
お
そ
ら
く
宗
旦
の
時
代
に
は
、
ま
だ
家
元
制
に
よ
る

継
承
論
理
が
明
確
で
な
い
故
、
利
休
か
ら
許
可
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

勝
手
に
利
休
流
を
名
乗
る
わ
け
に
も
い
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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